
建
交
労
東
京
都
本
部
組
織
拡
大
検
討

委
員
会
は
７
月
１
１
日
（
木
）
門
前
仲

町
駅
前
交
差
点
で
組
合
加
盟
を
よ
び
か

け
る
宣
伝
行
動
を
開
催
し
ま
し
た
。
東

部
支
部
、
バ
ス
関
連
支
部
（
京
王
新
労

組
）
、
建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会
、

中
部
一
般
支
部
の
仲
間
や
書
記
局
が
参

加
し
、
仕
事
帰
り
の
働
く
方
に
テ
ィ
ッ

シ
ュ
ビ
ラ
を
配
布
し
ま
し
た
。
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
低
賃
金
、
長
時
間
労
働
、

職
場
の
お
悩
み
は
建
交
労
東
京
都
本
部

に
お
寄
せ
下
さ
い
、
悩
み
は
一
人
で
抱

え
ず
、
労
働
組
合
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
、

職
場
に
組
合
を
つ
く
り
、
一
緒
に
改
善

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

組
織
拡
大
検
討
委
員
会
は
、
労
働
相

談
の
対
策
を
は
じ
め
、
組
織
拡
大
に
つ

い
て
専
門
的
に
検
討
す
る
組
織
と
し
て

２
０
１
９
年
に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、

都
本
部
に
問
合
せ
の
あ
っ
た
労
働
相
談

へ
の
対
応
は
、
書
記
局
の
他
に
東
部
支

部
林
上
委
員
長
、
畠
中
書
記
長
、
バ
ス

関
連
支
部
（
京
王
新
労
組
）
佐
々
木
委

員
長
が
担
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
大
会

以
後
、
約
２
０
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
委
員
会
で
は
相
談
内
容
を
共
有
し
、

集
団
的
に
検
討
し
な
が
ら
進
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
働
く
方
が
相
談
し
た
い
と

思
え
る
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成

や
、
東
京
建
設
自
労
会
館
の
集
合
看
板

に
「
労
働
相
談
受
付
」

の
文
言
を
入
れ
る
な

ど
を
提
案
し
て
き
ま

し
た
。
前
回
の
委
員

会
で
は
、
都
本
部
の

特
別
執
行
委
員
で
元

東
京
地
評
労
働
相
談

専
任
オ
ル
グ
だ
っ
た

柴
田
和
啓
さ
ん
に
、

年
間
１
３
０
０
件
を

超
え
る
東
京
地
評
の

労
働
相
談
に
つ
い
て
、

傾
向
と
、
建
交
労
東

京
都
本
部
に
活
か
す

べ
き
課
題
に
つ
い
て

講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

「
相
談
者
の
男
女
比

は
男
性
４
５
％
、
女
性
５
５
％
、
正
社

員
５
４
％
、
非
正
規
雇
用
３
８
％
と
な
っ

て
い
る
。
相
談
内
容
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
３
１
％
、
契
約
関
係
１
７
％
、
労
働

条
件
変
更
１
２
％
、
労
働
時
間
・
休
憩

１
２
％
、
賃
金
・
退
職
金
１
１
％
と
な
っ

て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
の
店
員
さ
ん
が
、

レ
ジ
内
に
椅
子
の
設
置
を
求
め
た
相
談

が
、
同
業
者
の
共
感
を
得
て
組
織
拡
大

に
繋
が
り
厚
労
省
に
制
度
要
請
す
る
ま

で
に
発
展
し
た
。
労
働
相
談
は
相
談
者

を
守
り
な
が
ら
、
問
題
を
ど
う
世
論
化

・
社
会
化
し
、
組
織
拡
大
に
結
び
付
け

る
か
が
重
要
。
建
交
労
の
よ
う
な
単
産

は
業
種
の
専
門
性
を
生
か
し
、
戦
略
的

に
拡
大
に
取
り
組
む
べ
き
。
」
と
述
べ

ま
し
た
。
委
員
会
で
は
、
労
働
相
談
の

対
応
を
一
緒
に
引
き
受
け
て
頂
け
る
相

談
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
是
非
、
労

働
相
談
員
へ
の
ご
登
録
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

【
執
行
委
員

笹
原

和
樹
】

６
月
２
３
日
（
日
）
、
第
９
期
建
交

労
東
京
学
校
第
２
回
「
規
制
緩
和
の
歴

史
～
規
制
緩
和
に
よ
り
私
た
ち
の
働
き

方
と
待
遇
は
ど
う
変
わ
っ
た
か
～
」
が

開
催
さ
れ
、
東
京
労
働
会
館
（
ラ
パ
ス

ホ
ー
ル
）
に
リ
モ
ー
ト
参
加
を
含
め
２

５
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
講
師
は
労
働

者
教
育
協
会
の
江
口
健

志
さ
ん
で
す
。
「
１
９

８
０
年
代
以
降
幅
広
い

事
業
分
野
で
行
政
改
革

と
し
て
規
制
緩
和
が
進

め
ら
れ
た
。
非
正
規
労

働
者
を
増
や
す
な
ど
労

働
者
の
賃
金
を
下
げ
る
、

法
人
税
を
減
税
す
る
、

医
療
・
教
育
・
保
育
な

ど
社
会
保
障
費
を
削
減

す
る
、
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
民
営
化
す
る
な
ど
、

政
府
と
大
企
業
が
一
体

と
な
っ
て
様
々
な
制
度
改
悪
が
行
わ
れ

て
き
た
。
こ
れ
は
現
在
進
行
形
で
あ
る
。

打
開
の
た
め
、
ア
メ
リ
カ
で
時
給
１
５

ド
ル
を
求
め
て
全
米
各
地
で
ス
ト
ラ
イ

キ
を
展
開
し
た
『
Ｆ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

Ｆ
ｏ

ｒ

＄
１
５
』
や
、
公
契
約
条
例
制
定

運
動
な
ど
に
学
び
な
が
ら
、
企
業
の
枠

を
超
え
て
産
業
別
労
働
組
合
が
社
会
運

動
を
先
導
し
、
大
企
業
の
自
由
を
規
制

す
る
共
通
ル
ー
ル
を
つ
く
る
必
要
が
あ

る
。
」
と
う
っ
た
え
ま
し
た
。
参
加
者

か
ら
は
「
新
自
由
主
義
に
至
っ
た
経
緯

と
社
会
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て
よ
く

理
解
で
き
た
。
」
「
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の

規
制
緩
和
で
、
運
賃
規
制
が
緩
和
さ
れ
、

労
働
条
件
が
改
悪
さ
れ
て
来
た
が
、
今

後
、
労
働
組
合
の
運
動
で
労
働
条
件
が

改
善
さ
れ
れ
ば
業
界
や
社
会
が
良
い
方

向
に
変
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
第
９
期
建

交
労
東
京
学
校
は
、
今
回
で
閉
校
し
ま

し
た
。
来
期
、
第
１
０
期
（
２
０
２
５

年
４
月
～
）
の
開
校
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
多
く
の
仲
間
の
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
執
行
委
員

笹
原

和
樹
】
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組
織
拡
大
検
討
委
員
会
「
組
織
拡
大
宣
伝
行
動
」

門
前
仲
町
駅
前



建
交
労
全
国
青
年
部
は
、

核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
反

核
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
２

４
「
反
核
平
和
学
習
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
７
月

２
０
日
（
土
）
は
高
田
馬

場
駅
前
で
反
核
キ
ャ
ラ
バ

ン
宣
伝
行
動
を
行
い
、
約

１
時
間
の
宣
伝
で
チ
ラ
シ

と
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

４
０
個
程
を
配
り
署
名
６

筆
を
集
め
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
翌
日
の
２
１
日

（
日
）
は
、
中
央
本
部
大

会
議
室
に
て
オ
ン
ラ
イ
ン

併
用
で
、
日
本
原
水
協
担

当
常
任
理
事
・
原
水
協
通

信
編
集
長
の
前
川
史
郎
さ
ん
を
講
師

に
「
核
戦
争
か
ら
人
類
と
地
球
を
守

る
た
め
、
日
本
政
府
は
核
兵
器
禁
止

条
約
に
参
加
を
」
と
題
し
て
学
習
会

を
開
催
し
４
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

前
川
さ
ん
ご
自
身
が
反
核
運
動
に

関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
な

ど
自
己
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
核
兵
器

を
取
り
巻
く
世
界
の
情
勢
、
既
に
核

抑
止
論
は
破
綻
し
て
い
る
と
言
う
こ

と
や
、
日
本
政
府
が
核
兵
器
禁
止
条

約
を
批
准
す
る
事
が
如
何
に
必
要
か

と
い
っ
た
内
容
を
学
び
ま
し
た
。
８

月
４
日
～
６
日
の
原
水
爆
禁
止
世
界

大
会
広
島
に
は
、
関
東
支
部
と
神
田

支
部
か
ら
初
参
加
２
名
を
含
む
３
名

が
参
加
し
ま
す
。
来
年
は
広
島
・
長

崎
の
被
爆
か
ら
８
０
年
を
迎
え
ま
す
。

平
和
で
あ
っ
て
こ
そ
働
け
る
、
労

働
組
合
の
立
場
か
ら
核
兵
器
廃
絶
を

一
緒
に
訴
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

【
全
国
青
年
部

秋
山

哉
保
】

２
０
２
５
年
４
月
に

開
幕
が
予
定
さ
れ
て
い

る
大
阪
万
博
に
つ
い
て
、

生
公
連
な
ど
３
団
体
は

準
備
工
事
の
安
全
・
安

心
を
求
め
要
請
行
動
を

行
い
ま
し
た
。
今
年
３

月
に
発
生
し
た
ガ
ス
爆

発
事
故
以
後
「
ガ
ス
は

目
に
見
え
な
い
し
怖
い

と
み
ん
な
思
っ
て
い
る
」

と
作
業
員
が
発
言
す
る

な
ど
、
日
々
の
工
事
は

恐
怖
そ
の
も
の
で
す
。

４
月
１
９
日
に
公
表
さ

れ
た
安
全
対
策
は
、
不

十
分
と
し
「
そ
も
そ
も
ガ
ス
の
発
生

を
止
め
る
対
策
が
で
き
な
い
以
上
、

危
険
性
が
除
去
さ
れ
な
い
こ
と
は
明

白
。
安
全
対
策
が
と
れ
な
い
な
ら
ば

施
設
建
設
工
事
を
中
断
し
万
博
会
場

の
変
更
な
ど
の
抜
本
的
見
直
す
べ
き
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
万
博
協
会
等
は

「
定
期
的
な
会
議
や
安
全
パ
ト
ロ
ー

ル
で
労
働
環
境
の
確
認
や
必
要
な
指

導
等
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
」
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
【
東
京
建
設
・

関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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建
交
労
関
地
協
や
東
京
・
千
葉
・
埼

玉
・
神
奈
川
の
土
建
組
合
、
国
交
労
組

な
ど
で
構
成
す
る
建
設
首
都
圏
共
闘
会

議
は
、
７
月
２
日
（
火
）
国
交
省
、
厚

労
省
、
財
務
省
に
対
し
、
建
設
労
働
者

の
処
遇
改
善
を
求
め
、
要
請
行
動
を
実

施
し
ま
し
た
。
今
年
６
月
に
建
設
業
法

・
入
契
法
・
公
共
工
事
品
確
法
（
担
い

手
３
法
）
が
改
正
さ
れ
、
は
じ
め
て
国

が
中
央
建
設
業
審
議
会
（
中
建
審
）
の

下
に
建
設
労
働
者
の
賃
金
の
基
準
「
標

準
労
務
費
」
を
定
め
、
こ
れ
に
著
し
く

低
い
労
務
費
が
認
め
ら
れ
る
場
合
な
ど

に
つ
い
て
中
建
審
に
勧
告
権
限
が
付
与

さ
れ
ま
し
た
。
下
請
け
が
「
標
準
労
務

費
」
に
基
づ
く
適
正
労
務
費
を
提
示
し
、

元
請
け
が
違
法
に
ダ
ン
ピ
ン
グ
な
ど
を

行
な
っ
た
場
合
に
は
、
企
業
名
を
公
表

す
る
な
ど
罰
則
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
交
渉
は
、
担
い
手
３
法
改

正
に
よ
る
新
ル
ー
ル
の
実
行
制
の
担
保

が
大
き
な
争
点
で
す
。
交
渉
の
中
で
国

交
省
は
、
最
低
賃
金
の
底
上
げ
を
待
っ

て
い
る
だ
け
で
は
建
設
業
界
の
疲
弊
を

改
善
出
来
な
い
状
況
に
理
解
を
示
し
、

日
本
の
公
契
法
に
あ
た
る
ア
メ
リ
カ
の

デ
ー
ビ
ス
ベ
ー
コ
ン
法
な
ど
を
例
に
挙

げ
な
が
ら
「
公
共
工
事
設
計
労
務
単
価

の
労
務
費
が
現
場
労
働
者
に
行
き
渡
る

事
の
必
要
性
は
承
知
し
て
い
る
。
ま
ず

は
契
約
当
事
者
間
で
の
交
渉
が
ス
タ
ー

ト
に
な
る
が
、
新
ル
ー
ル
に
違
反
す
る

企
業
の
取
締
り
強
化
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
認
識
し
て
い
る
。
」
と
元
請
下
請

間
で
の
適
正
な
運
用
に
つ
い
て
言
及
し

ま
し
た
。
【
事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

関西ブロック生公連・建設関係労働組合大阪共闘会議・建設首都

圏共闘会議 大阪府、近畿地方整備局、万博協会へ要請
建
交
労
全
国
建
設
・
関
連
部
会
は
、

設
計
事
務
所
で
働
く
建
築
士
の
適
正
な

業
務
報
酬
や
適
正
な
労
働
時
間
の
実
現

を
目
指
し
、
第
４
回
建
築
設
計
交
流
集

会
ｉ
ｎ
京
都
を
開
催
し
ま
し
た
。
初
日

は
、
建
交
労
の
仲
間
も
多
く
加
盟
す
る

新
建
築
家
技
術
者
集
団
京
都
支
部
（
新

建
）
が
、
京
都
民
報
に
連
載
し
た
２
０

の
作
品
に
つ
い
て
改
め
て
紹
介
と
総
評

を
行
う
「
『
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
か
た

ち
』
総
集
編
」
と
題
し
た
講
演
会
に
、

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
築
百
年
の

農
家
住
宅
を
改
装
し
た
住
宅
や
、
異
世

代
が
ホ
ー
ム
シ
ェ
ア
す
る
「
京
都
ソ
リ

デ
ー
ル
事
業
」
な
ど
が
紹
介
さ
れ
、
京

都
の
美
し
い
街
並
み
を
守
り
な
が
ら
施

主
の
生
き
方
や
要
望
に
丁
寧
に
応
え
る

建
築
士
が
、
地
域
や
地
球
環
境
に
と
っ

て
大
変
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

豊
か
さ
の
実
現
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
講
演
会
で
し

た
。
２
日
目
は
、
各
職
場
か
ら
の
報
告

を
は
じ
め
、
国
土
交
通
労
組
笛
田
中
央

副
執
行
委
員
長
が
能
登
半
島
地
震
の
復

興
事
業
に
お
け
る
国
や
制
度
の
問
題
点

な
ど
に
つ
い
て
報
告
、
建
設
政
策
研
究

所
市
村
専
務
理
事
が
建
築
士
の
労
働
実

態
に
つ
い
て
５
年
間
の
統
計
を
元
に
、

解
説
さ
れ
ま
し
た
。
公
共
工
事
を
大
型

開
発
か
ら
福
祉
施
設
や
防
災
・
減
災
の

た
め
の
予
算
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
、
そ

し
て
、
建
築
士
の
適
正
な
業
務
報
酬
実

現
な
ど
共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、

新
建
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
様
々
な
方

と
手
を
取
り
合
い
、
力
を
合
わ
せ
て
一

緒
に
取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
全
国
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

■８月 ４日（日)～６日（火）

原水禁世界大会／広島

■８月２９日（木）１５時～組織拡大検討

委員会／都本部７F会議室（門前仲町駅）

■８月３１日（土）～９月２日（月）

第２６回建交労中央定期大会／群馬県ホ

テル磯部ガーデン

■９月１５日（日）１３時～第２７回都本

部定期大会／東京トラック健保会館

（半蔵門駅、市ヶ谷駅、麹町駅）

組合掲示板


